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・
社
員
数
は
79
名
～
う
ち
国
労

13
名
。
名
簿
を
作
成
し
、
各
駅

で
対
話
行
動
を
行
っ
た
。
職
場

オ
ル
グ
も
行
い
、
50
名
以
上
の

社
員
と
対
話
し
、
職
場
代
表
者

当
選
に
至
っ
た
。

・
「
職
場
を
明
る
く
す
る
会
」

と
い
う
名
称
で
若
手
と
交
流
し
、

不
平
不
満
の
声
を
集
約
し
て
き

た
。
そ
こ
で
国
労
グ
ッ
ズ
や
情

報
な
ど
を
渡
し
、
東
日
本
本
部

が
行
っ
て
い
る
交
渉
内
容
も
説

明
し
た
。

・
安
全
衛
生
委
員
会
に
先
立
ち
、

定
期
的
に
職
場
を
回
っ
て
い
る
。

・
若
手
か
ら
の
問
題
点
を
「
社

員
の
声
」
と
し
て
訴
え
て
改
善

へ
と
繋
げ
た
。
改
善
さ
れ
る
こ

と
で
、
自
分
の
声
で
「
働
き
や

す
い
職
場
」
に
な
る
実
感
を
持
っ

て
も
ら
う
。

・
作
業
ダ
イ
ヤ
を
見
直
し
、
個

人
負
担
だ
っ
た
も
の
を
会
社
負

担
に
認
め
さ
せ
た
。
照
明
を
改

善
さ
せ
、
空
気
清
浄
機
の
配
置

な
ど
が
さ
れ
、
古
い
駅
舎
で
の

害
虫
問
題
か
ら
薬
剤
散
布
の
提

起
を
し
て
い
る
。

・
２
０
１
９
、
２
０
年
度
は
３

組
合
の
共
闘
で
組
合
側
候
補
者

が
過
半
数
代
表
者
に
選
出
。

・
こ
の
２
年
間
は
、
各
組
合
か

ら
労
安
委
員
を
選
出
。

・
委
員
会
の
際
、
最
初
に
場
内

パ
ト
ロ
ー
ル
を
や
っ
て
か
ら
委

員
会
を
開
催
。

・
場
内
・
他
箇
所
の
傷
害
情
報
、

事
故
情
報
の
報
告
。
前
回
パ
ト

ロ
ー
ル
で
の
不
具
合
箇
所
の
改

善
報
告
な
ど
。

・
今
年
度
は
会
社
側
候
補
者
も

入
れ
替
わ
り
、
会
社
側
候
補
者

が
当
選
。
こ
の
２
年
間
の
労
働

安
全
衛
生
委
員
の
活
動
が
、
各

社
員
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
も

一
つ
の
原
因
か
も
し
れ
な
い
。

・
「
代
表
者
は
労
組
側
の
社
員

が
な
る
べ
き
」
と
言
う
管
理
者

も
存
在
す
る
。

・
委
員
会
は
約
１
時
間
程
度
だ

が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
信
さ
れ
て

い
る
以
前
の
議
事
録
で
は
30
分

程
度
で
終
了
し
て
い
て
、
形
式

的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
多
く
の
職
場
で
社
員
の
過
半
数
を
占

め
る
組
合
が
ほ
ぼ
無
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
過
半
数
代

表
者
選
出
選
挙
が
毎
年
春
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
労
は
、
過
半
数
代
表
選
挙
を
通
し
、
職
場
改
善
の

取
り
組
み
か
ら
労
働
組
合
の
役
割
と
必
要
性
を
訴
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
安
全
衛
生
委

員
を
担
う
組
合
員
も
多
く
、
組
合
と
し
て
の
労
働
条
件

改
善
の
取
り
組
み
と
は
別
に
、
職
場
改
善
の
取
り
組
み

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
こ
う
し
た
各
地
の
組
合
員
の

取
り
組
み
を
集
約
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生
か
そ
う

と
、
１
月
15
日
に
「安
全
衛
生
委
員
交
流
会
」を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
急
激
な
拡
大
に
よ
り

中
止
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
を

書
面
で
い
た
だ
き
、
紙
面
に
て
報
告
を
行
い
ま
す
。

・
委
員
会
参
加
に
向
け
、
職
場

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
未
加

入
者
を
含
め
、
ほ
ぼ
１
０
０
％

を
回
収
し
、
改
善
し
て
ほ
し
い

事
を
つ
か
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
長
年
手
つ
か
ず
だ
っ
た
グ
ル
ー

プ
会
社
の
粉
じ
ん
対
策
が
図
ら

れ
た
。

・
当
初
は
配
布
し
な
い
と
し
て

い
た
マ
ス
ク
を
配
布
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

・
熱
中
症
対
策
の
た
め
、
所
内

全
体
に
冷
風
扇
が
設
置
さ
れ
た
。

・
天
井
灯
の
約
半
数
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
さ
れ
、
故
障
個
所
の
修
繕
も

さ
れ
た
。

こ
う
し
た
改
善
の
一
部
は
、

従
来
行
っ
て
い
た
組
合
か
ら
の

現
場
長
要
請
で
は
改
善
で
き
な

か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
安

全
衛
生
委
員
会
で
議
論
し
た
結

果
、
改
善
に
至
っ
た
。

・
労
働
者
側
委
員
は
、
国
労
１

名
・
東
労
組
３
名
。

・
委
員
会
の
内
容
は
、
後
日
掲

示
が
さ
れ
て
い
た
が
、
認
知
度

が
低
か
っ
た
。
申
し
入
れ
に
よ

り
、
Ｊ
ｏ
ｉ
Ｔ
ａ
ｂ
に
配
信
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
健
康
管
理
と
産
業
医
の
職
場

巡
視
が
毎
回
議
題
と
な
る
。
こ

の
間
の
議
題
は
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
が
多
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
で
は
、
各

詰
所
の
備
品
設
置
が
多
い
。
寝

室
の
シ
ー
ツ
整
備
が
各
自
と
な
っ

Ｂ
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

Ａ
管
区
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）

た
が
、
２
段
ベ
ッ
ド
で
は
整
備

し
づ
ら
く
、
上
段
の
撤
去
を
要

請
し
実
施
さ
れ
た
。

・
休
憩
室
が
密
に
な
る
の
で
、

会
議
室
を
休
憩
室
と
し
て
使
え

る
よ
う
に
整
備
し
た
。

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
勤
務
操

配
や
、
副
反
応
時
の
取
り
扱
い

の
議
論
が
さ
れ
た
。

・
宿
泊
所
・
休
憩
室
の
設
備
改

善
要
求
。
安
全
通
路
の
整
備
。

保
安
設
備
（
標
識
や
Ｉ
Ｔ
Ｖ
な

ど
）
の
整
備
、
車
両
の
不
備
の

指
摘
な
ど
も
議
題
に
。

・
２
０
１
８
年
以
降
、
安
全
衛

生
委
員
６
名
中
の
１
名
を
「
国

労
か
ら
」
と
会
社
か
ら
要
請
さ

れ
た
。

・
委
員
会
で
は
職
場
環
境
改
善

や
安
全
問
題
を
、
国
労
が
リ
ー

ド
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

・
委
員
会
議
事
録
を
整
理
し
、

社
員
に
メ
ー
ル
送
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
掲
示
も
行
っ
て
い
る
。

大
半
の
社
員
は
、
な
ぜ
「
安

全
衛
生
委
員
会
」
が
開
か
れ
て

い
る
の
か
の
知
識
が
無
い
た
め
、

仕
事
を
通
じ
て
意
義
を
訴
え
て

い
く
。

・
過
半
数
代
表
者
選
挙
で
は
、

立
候
補
時
に
労
働
組
合
の
必
要

性
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
。

・
昨
年
の
選
挙
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
立
候

補
の
意
見
を
掲
示
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
。

・
職
場
の
改
善
か
ら
労
働
組
合

の
必
要
性
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。

各地の組合員が

Ｃ
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

Ｅ
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー

Ｄ
運
輸
区



JR東日本グループ社員の
皆さんにお願いします。

59歳以下の、JR東日本・

取り組み中！

仲間の声をつかみ
賃上げを勝ち取ろう！

基本給アンケート

国 労 東 日 本2022年2月9日 No.845

よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

八
王
子
支
社
で
は
、
全
域

が
駅
だ
け
の
「
営
業
統
括
セ

ン
タ
ー
」
と
な
り
ま
す
が
、

全
乗
務
員
を
「
営
業
統
括
セ

ン
タ
ー
」
兼
務
と
す
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
車
両

セ
ン
タ
ー
や
設
備
系
社
員
も

参
加
し
て
の
取
り
組
み
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
多
く
の
職
場
で
イ

ベ
ン
ト
・
増
収
に
ば
か
り
躍

起
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

鉄
道
会
社
で
は
な
く
イ
ベ
ン

ト
企
画
会
社
の
よ
う
で
す
。

特
に
多
く
の
駅
の
出
札
窓
口

「
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
報
告
し

て
き
た
通
り
、
多
く
の
支
社

は
乗
務
員
区
が
入
ら
な
い

「
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
」
で

す
が
、
一
部
は
乗
務
員
区
も

取
り
込
ん
だ
「
統
括
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
発
足
し
ま
す
。

大
宮
・
八
王
子
・
高
崎
の

３
支
社
で
は
、
支
社
管
内
全

域
を
再
編
成
・
分
割
し
「
営

業
統
括
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
複
数
の
駅
を

掛
け
持
ち
で
勤
務
し
た
り
、

今
日
は
運
転
士
、
明
日
は
駅

員
、
あ
る
い
は
午
前
は
車
掌
、

午
後
は
駅
員
と
い
う
働
き
方

が
当
た
り
前
に
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
増
収
や
Ｃ
Ｓ
、
マ

イ
プ
ロ
と
い
っ
た
委
員
会
活

動
や
取
り
組
み
が
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
「
組
織
横
断
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
拡
大
し
た

昨
年
12
月
に
は
「
変
革
２

０
２
７
の
実
現
に
向
け
た
組

織
の
再
編
に
つ
い
て
」
が
提

案
さ
れ
、
支
社
・
本
社
の
再

編
成
と
、
一
部
の
業
務
が
６

月
以
降
に
現
場
に
回
さ
れ
る

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
現
業

機
関
が
今
ま
で
以
上
に
「
企

画
業
務
」
漬
け
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

「
柔
軟
な
働
き
方
」
に
つ

い
て
は
各
地
方
・
地
区
本
部

と
各
支
社
間
で
交
渉
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
各
現
業
機

関
で
は
ま
だ
ま
だ
手
探
り
状

態
の
よ
う
で
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

や
Ｃ
Ｃ
Ｄ
（
Ｊ
Ｒ
中
央
線
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
）
、

Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ
な
ど
と
も
連
携

し
た
施
策
を
行
う
予
定
と
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
形
に
は

な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
ダ

イ
ヤ
改
正
以
降
の
各
現
場
で

ど
ん
な
実
態
が
生
ま
れ
て
く

る
の
か
を
き
ち
ん
と
検
証
し

な
が
ら
、
「
会
社
が
赤
字
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
」
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
労
働
者
の
視

点
で
社
員
と
お
客
様
の
安
全
・

サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
に
奮

闘
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
昨
年
春
に
提
案
し
た
「柔
軟
な

働
き
方
の
実
現
」
に
伴
う
統
括
セ
ン
タ
ー
・
営
業

統
括
セ
ン
タ
ー
が
、
３
月
12
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
と

と
も
に
発
足
し
ま
す
。

主
に
本
体
駅
を
再
編
成
・融
合
さ
せ
、
一
部
で

は
乗
務
員
区
も
取
り
込
み
、
社
員
に
何
で
も
さ

せ
る
体
制
が
作
ら
れ
ま
す
。

改
札
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

現
地
調
査
は
、
17
時
～
18

時
の
約
１
時
間
に
渡
っ
て
行

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入

な
ど
の
影
響
な
の
か
、
い
つ

も
よ
り
乗
客
が
少
な
い
状
況

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
継
ぎ

足
さ
れ
た
ホ
ー
ム
や
屋
根
の

状
態
、
階
段
の
幅
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

八
王
子
運
輸
区
分
会
・
緑

川
分
会
長
か
ら
は
「
職
場
の

中
で
は
ワ
ン
マ
ン
運
転
導
入

に
向
け
た
教
育
・
訓
練
も
行

わ
れ
て
い
る
が
、
異
常
時
対

応
の
不
安
が
、
若
い
人
を
中

心
に
話
さ
れ
て
い
る
」
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
職
場
の
意
見
と

安
全
問
題
を
ま
と
め
た
上
で

要
求
を
作
成
し
、
解
明
交
渉

を
行
い
ま
し
た
が
、
十
分
な

回
答
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
引
き
続
き
、
ダ
イ
ヤ
改

正
交
渉
で
も
取
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

東
日
本
運
転
協
は
、
今
後

さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
い
く

東
日
本
本
部
運
転
協
議
会

は
11
月
16
日
、
３
月
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
ワ
ン
マ
ン
運
転
が

導
入
さ
れ
る
八
高
線
北
八
王

子
駅
の
現
地
調
査
を
、
５
名

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

駅
周
辺
に
は
、
工
業
団
地

や
病
院
、
大
学
や
高
校
な
ど

が
あ
り
、
通
勤
・
通
学
の
時

間
帯
に
は
、
ホ
ー
ム
か
ら
人

が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
混
雑
状

況
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

八
王
子
支
社
は
混
雑
緩
和
対

策
と
し
て
、
ホ
ー
ム
の
拡
幅

と
下
り
線
の
ホ
ー
ム
に
臨
時

各
種
委
員
会
に
配
属

（八
王
子
支
社
）

[

八
高
線
北
八
王
子
駅]

東
日
本
運
転
協
議
会

全
乗
務
員
を

営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
に

兼
務
発
令

廃
止
で
、
こ
れ
ら
の
駅
社
員

の
感
覚
は
「
駅
の
業
務
は
も

う
い
い
。
鉄
道
の
業
務
は
そ

こ
そ
こ
や
っ
て
い
れ
ば
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
？
と
思

え
る
状
態
で
す
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
グ
ル
ー
プ
会
社

の
社
員
を
対
象
に
基
本
給
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。基

本
給
な
ど
が
個
別
管
理

と
さ
れ
て
い
る
中
で
、
各
社

ご
と
に
社
員
の
年
齢
と
基
本

給
の
関
係
を
プ
ロ
ッ
ト
図
化

し
、
現
在
の
賃
金
カ
ー
ブ
を

調
査
し
て
足
元
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

１
月
末
を
調
査
機
関
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
サ
ン
プ
ル

数
を
増
や
す
こ
と
か
ら
継
続

し
て
行
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
に
回
答
し
て
い
た

だ
く
よ
う
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
ワ
ン
マ
ン
運
転
」
導
入
に

対
し
て
、
安
全
と
労
働
条
件

の
改
善
を
め
ざ
し
た
要
求
作

り
を
は
じ
め
と
し
た
運
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

（
運
転
協
議
会
発
）


